
■「対応方向」の設定に関する一覧

ＳＤＧｓのゴール 国の優先課題 ビジョンの「２ 北海道を取り巻く状況」で掲載するデータ（案） ビジョンの優先課題 対応方向（案）
ゴール　１（貧困）

ゴール　３（保健）

ゴール　８（経済成長と
雇用）

ゴール１０（不平等）

ゴール１１（持続可能な
都市）

ゴール１６（平和）

１　あらゆる人々の活躍の推進（働き方改
革、長時間労働の是正、子供の貧困対策の
推進、障がい者の自立と社会参加支援など）

２　健康・長寿の達成（健康づくり・生活習慣
病対策の推進、がん対策の推進など）

４　持続可能で強靭な国土と質の高いインフ
ラ整備（国土強靭化の推進・防災など）

７　平和と安全・安心社会の実現（交通安全
対策・組織犯罪対策・児童虐待防止対策の
推進など）

【北海道の現状・課題】
　①　生活・安心
　　　・生活保護世帯数･保護率､ひとり親の世帯数､母子･父子世帯の収入､子どもの高等学校進学率､
　　　　就学援助率、北海道福祉人材センターの支援による介護職の就業者数、介護職員の有効求人
　　　　倍率・入職率・離職率、（関連ゴール１）
　　　・全道の医療施設に従事する医師数、二次医療圏別医師数、生活習慣病のリスクを高める量
　　　  を飲酒している者の割合、喫煙率、各種死亡率（がん、急性心筋梗塞、自殺）、交通事故
　　　　死者数（関連ゴール３）
　　　・人権侵犯事件数（関連ゴール１０）
　　　・自主防災組織活動カバー率、市町村の各種ハザードマップ等作成状況（関連ゴール1、11、13）
　　　・刑法犯認知件数、重要犯罪の検挙率（関連ゴール１６）
　②　経済・産業
　　　・就業率、女性・高齢者の就業率、障がい者の実雇用率、年間総労働時間（関連ゴール８）

【世界に誇れる北海道の価値と強み】
　②アジア・ロシア極東との近さなど地理的優位性（リスク分散による企業立地件数）（関連ゴール１１）

Ⅰ　あらゆる人々が
将来の安全・安心を
実感できる社会の
形成

ⅰ　医療・保健・福祉の充実（質の高い医療・福祉サービス
の提供、健康づくり・疾病予防、子育て環境づくり、貧困な
状況にある人々への支援　等）

ⅱ　平和な社会づくりの推進（交通安全対策、犯罪対策
等）

ⅲ　人々が互いに尊重し合う社会づくりの推進（人権侵害
のない社会の実現、アイヌの人たちの社会的・経済的地位
の向上等）

ⅳ　災害に強い地域づくりとバックアップ機能の発揮（防災
体制整備や防災教育、企業の本社機能等の移転・立地等）

ⅴ　安心して働ける環境づくりの推進（多様な働き手の就
業支援、就業環境の整備・改善等）

ゴール　６（水・衛生）

ゴール　７（エネルギー）

ゴール１２（持続可能な
生産と消費）

ゴール１３（気候変動）

ゴール１４（海洋資源）

ゴール１５（陸上資源）

４　持続可能で強靭な国土と質の高いインフ
ラ整備（水資源開発・水循環の取組など）

５　省・再生可能エネルギー、気候変動対
策、循環型社会（再生可能エネルギーの導
入促進、気候変動対策の推進、循環型社会
の構築、食品ロス削減、消費者教育の推進な
ど）

６　生物多様性、森林、海洋等の環境の保
全（化学物質対策、大気汚染対策、海洋ご
み・海洋汚染対策、生物多様性の保全など）

【北海道の現状・課題】
　①　生活・安心
　　　・環境基準達成率（水質汚濁・大気汚染）（関連ゴール６、１１）
　　　・循環利用率、廃棄物の最終処分量（関連ゴール１２）
　　　・温室効果ガス排出量（関連ゴール１３）
　②　経済・産業
　　　・新エネルギー導入量（関連ゴール７）

【世界に誇れる北海道の価値と強み】
　④優れた自然環境・豊かな水資源と森林(水資源保全地域の指定数、森林面積)(関連ゴール6、14、15)
　⑥豊富で多様なエネルギー資源（関連ゴール７）

Ⅱ　環境・エネル
ギー先進地「北海
道」の実現

ⅰ　豊かな自然と生物多様性の保全の推進（自然環境や
水資源、生物多様性の保全等）

ⅱ　地球環境保全の推進（地球温暖化対策、再生可能エ
ネルギーの導入等）

ⅲ　持続可能な生産と消費の推進（循環型社会の形成、食
品ロスの削減等）

ゴール　２（食料）

ゴール　８（経済成長と
雇用）

ゴール　９（インフラ、産
業化、イノベーション）

ゴール１４（海洋資源）

ゴール１５（陸上資源）

３　成長市場の創出、地域活性化、科学技
術イノベーション（有望市場の創出、開業率・
廃業率10%の達成、農林水産業の成長産業
化、「明日の日本を支える観光ビジョン」の推
進、科学技術イノベーションなど）

６　生物多様性、森林、海洋等の環境の保
全（水産資源の持続的利用・持続可能な森
林経営の推進など）

【北海道の現状・課題】
　②　経済・産業
　　　・農業産出額、新規就農者数、漁業生産額、新規漁業就業者数、道産木材の利用量、
　　　  林業の新規参入者数（関連ゴール２）
　　　・開業率､中小企業数､観光消費額､道外からの観光入込客数､訪日外国人来道者数(国･地域別)
　　　  （関連ゴール８）
　　　・製造業の付加価値生産性、産学官の共同研究の件数（関連ゴール９）
　　　・漁業生産量（関連ゴール１４）
【世界に誇れる北海道の価値と強み】
　①魅力となる雪や寒さ（月別宿泊客延べ数）（関連ゴール８）
　②アジア・ロシア極東との近さなど地理的優位性（関連ゴール８）
　③厳しい自然条件などのもと培われた優れた技術（関連ゴール９）
　⑤広大な土地・3つの海を背景とした高い食料供給力（道産食品輸出額、食料自給率）(関連ゴール8)

Ⅲ　北海道の価値
を活かした持続可
能な経済成長

ⅰ　持続可能な農林水産業の推進（スマート農業の普及、
適切な漁業資源管理、木材の加工・流通体制の整備等）

ⅱ　地域産業の創造やイノベーションの推進（食関連産
業、ものづくり産業等の創造、研究開発の推進等）

ⅲ　中小・小規模企業の振興（中小・小規模企業の振興、
地域商業の活性化等）

ⅳ　海外成長力の取り込みや多彩な地域資源の活用によ
る持続的な経済の発展（道産食品の輸出拡大、滞在交流
型観光地づくり等）

ゴール　４（教育）

ゴール　５（ジェンダー）

ゴール　８（経済成長と
雇用）

１　あらゆる人々の活躍の推進（女性活躍・
男女共同参画の推進、初等中等教育・高等
教育・キャリア教育・職業教育の充実、外国
人留学生の受入など）

【北海道の現状・課題】
　②　経済・産業
　　　・就業率（関連ゴール８）
　③　人・地域
　　　・平均正答率の状況、児童生徒の体力・運動能力の状況（関連ゴール４）
　　　・育児休業取得率、配偶者等からの暴力（DV）の周知度、管理職に占める女性の割合、
　　　 女性の年齢階層別就業率（関連ゴール５）
【世界に誇れる北海道の価値と強み】
　⑦多様性に富む地域（道内外国人留学生数）（関連ゴール１１）

Ⅳ　未来を担う人づ
くり

ⅰ　子ども・青少年の確かな成長を支える環境づくり（学
力・体力のステップアップ、世界で活躍できる人材の育成
等）

ⅱ　地域や産業を担う人材の育成（職業訓練の実施や地
域産業の技能継承、キャリア教育の充実等）

ⅲ　女性が活躍できる社会づくり（女性活躍に向けた気運
醸成、男女平等参画の推進、女性への暴力根絶等）

ゴール　９（インフラ、産
業化、イノベーション）

ゴール１１（持続可能な
都市）

３　成長市場の創出、地域活性化、科学技
術イノベーション（地方創生の本格展開、「環
境未来都市」構想の推進など）

４　持続可能で強靭な国土と質の高いインフ
ラ整備（社会資本整備重点計画の推進など）

【北海道の現状・課題】
　③　人・地域
　　　・個別施設ごとの長寿命化計画策定率、各種耐震化率、道有施設の老朽化の状況、
　　　  高規格幹線道路の整備未着手区間の割合、道内空港の国際線利用者数（関連ゴール９）
　　　・人口の将来展望（推計人口）、本道からの転出超過数、集落対策を実施している市町村数、
　　　  国や道の広域連携制度に取り組む地域数、国及び道が指定する道内の文化財の数
　　　　（関連ゴール１１）

【世界に誇れる北海道の価値と強み】
　⑦多様性に富む地域（ちょっと暮らし滞在日数の増加、道内外国人居住者数の増加）(関連ゴール11)
　⑧独自の歴史・文化（本道出身のオリンピック・パラリンピック出場選手の数）（関連ゴール４）

Ⅴ　持続可能で個
性あふれる地域づく
り

ⅰ　様々な連携で支え合う地域づくりの推進（高齢者の生
活支援、生活交通の確保、生活関連・行政サービスの維持
等）

ⅱ　北海道独自の歴史・文化の継承やスポーツの振興（独
自の歴史・文化の保存・伝承、トップアスリートの育成、ス
ポーツ活動や環境の充実等）

ⅲ　国際協力や多文化共生の推進（国際交流・国際協力、
多文化共生社会の推進）

ⅳ　社会・経済を支える持続可能なインフラ整備の推進
（社会資本の整備・更新、強靭化、交通ネットワークの形成

資料２


